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【ハンズネクスト】
外国につながる子どもフォーラムに参加して、2 年
目を迎えました。去年の劇の反響が非常に大きかっ
たため、今年の開催に向けてプレッシャーとやりが
いの中で、学生部門を立案することが出来ました。
宇都宮大学国際学部で、外国人児童生徒であった
2012 年 12月1日（土）に、「外国につながる子
どもフォーラム 2012」を開催しました。毎年、12
月の第一土曜日に行っている報告・発信・討論のた
めの開かれた場です。今回は、HANDSプロジェ
クトが 3 年目の節目を迎える時期の開催となりまし
た。全体を三部構成として、第 1部は、学生実行
委員会企画による「深い良い話をしよう―学生によ
る白熱教室」でした。日本の学校で学んで国際学
部に進学した外国籍の学生と帰国生の 3 名に体験
談を語ってもらいました。第 2 部のテーマは、「3
年間のHANDSプロジェクトの成果と課題」につ
いてでした。「外国人児童生徒支援のための学生
ボランティア派遣事業について」では、まず、事
業説明とアンケ トー調査結果報告が行われ、次に、
派遣校の 2人の教諭から学生ボランティア派遣事
業の実情や成果を語っていただきました。その上で、
この事業の成果や課題について話し合いました。
「HANDSプロジェクトの成果・課題・展望」では、
2人の大学教員から外部評価を行っていただきまし
た。第 3部では、「多言語による高校進学ガイダン
スのあり方を考える」について関係者が話し合いま
した。
以下、第 1部については、学生実行員会委員長
を務めた海野杉江が内容を振り返った文章を書い
ています。第 2 部と第 3 部については、全体の内
容を簡潔にまとめています。なお、外部評価を行っ
ていただいた川口直巳さんからは別に寄稿していた
だいたので、内容が重なるところは 2部のまとめか
らは削除しています。
学生や帰国子女だった学生と出会う機会に恵まれま
した。このような学生から体験談を聞くことで、外
国にルーツのある子どもたちの問題を広い視点で
考えていけると思いました。このような背景の中で、
体験談という形で学生部を実現しました。今年は新
質問に答える第1部の発表者（左から加藤、若林、堀部）
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入生の参加が多く、外国人児童生徒問題に興味を
示す学生がますます増えていることを実感しました。
発表者1人目の加藤ジオランデル君は、フィリピ
ンにルーツを持つ学生で、親の仕事をきっかけに、
７歳の時に来日しました。日本の小中高で学業を
修め、現在は、大学の長期休暇を利用して、母語
の習得にも積極的に取り組んでいます。2人目の若
林由美さんは中国朝鮮族にルーツを持つ学生で、
小学校から高校２年生の１月まで、中国で生活して
いました。日本へ来日後すぐに高校を受験し、本
格的に日本語を習得しています。3番目の発表者は、
帰国子女である堀部聖人君です。香港で幼稚園か
ら小学校 3 年生まで日本人学校で過ごし、小学校
４年から中学１年生の終わりまでインターナショナル
スクールに在籍していました。その後日本の中学校、
高校へと進学後、現在に至ります。
3 名には、日本でどのような壁を乗り越え、逆境
に立ち向かっているかなどについて話をして頂きま
した。3 名とも異なる背景を持っているため、それ
ぞれから得たメッセージを一言ずつ述べたいと思い
ます。加藤ジオランデル君の発表では、自分のルー
ツを忘れることは孤独に走ることになるという発言
が印象に残っています。若林由美さんの場合は、
言語的な壁よりも生活面での壁が大きく影響してい
HANDSプロジェクトでは、外国人児童生徒支
援のための学生ボランティア派遣事業を行っており
ます。まず、その概要とアンケ トー結果から見えて
る話を聞き、外国人児童生徒は社会的・文化的な
問題を同時に抱え、様 な々葛藤を乗り越えるために
日本人の友人や先生の支えが重要であることを改め
て感じました。そして、堀部聖人君の「自分がされ
て嫌だったことを忘れるな」というメッセージがと
ても印象的でした。
今回の発表者のように大学進学を実現している
外国人児童生徒がいる中で、来日した時期、年齢、
環境などの違いで、高校進学の壁にぶつかる外国
人児童生徒が多くいます。本来持っている能力より
も日本語能力で進学先が決まってしまうといった実
態があります。子どもたちに平等な教育機会が与え
られるためには、かれらの言葉を一つ一つ拾って
いき、問題を問題のままにしておくのではなく、解
決の過程に進まなければなりません。そのために
私たち学生に出来ることは何かを模索し、外国人
児童生徒の現状を皆様に伝える活動を続けていき
たいです。また、フォーラムでの話が会場に来てく
ださった方々の心の中で止まるのではなく、発信し
ていく人が一人でも多くなればと思います。
最後になりましたが、HANDS 学生実行委員会
の仲間、忙しい合間をぬって協力して下さった先生
方やボランティアとして協力してくれた学生の方 な々
ど、たくさんの方に感謝申し上げます。
き課題などについて、辻猛司コーディネーターより
説明がありました。
学生実行委員会メンバ ：ー海野杉江（国際 4 年）、キム・ダヘ（国際４年）、　　　　　　　　
小林佑馬（国際 4 年）、中瀬淳（国際４年）、岩村恵（国際３年）、曽徳機（国際３年）、
ブラボ　ホセ（国際３年）、村里杏子（国際２年）、丹治真奈（国際１年）、仲間美稀（国際１年）、
山下和弘（国際１年）、荒井絵理菜（国際１年）、大和優希（国際１年）、金森夏実（国際１年）
①外国人児童生徒支援のための学生ボランティア派遣事業について
　・事業説明及びアンケート調査結果報告（辻猛司スクールサポートセンターコーディネーター）
　・派遣先校より：宇賀神玲子（宇都宮市立陽東小学校教諭）
　　　　　　　　　那花幸子（益子町立益子中学校教諭）
　・HANDSプロジェクトより：若林秀樹（国際学部特任准教授）
第２部 　3年間のHANDSプロジェクトの成果と課題
司会：松本　敏（教育学部教授）
